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事業名 主要地方道小浜北有馬線（大亀
おおかめ

～矢代
や じ ろ

工区） 
事業 
区分 主要地方道 

事業 
主体   長崎県 

起終点 自：長崎県
ながさきけん

雲仙
うんぜん

市
し

小浜町
おばまちょう

大亀
おおかめ

 至：長崎県
ながさきけん

南島原市
みなみしまばらし

北有馬町
きたありまちょう

乙
おつ

 延長 １．３８km 

事業概要 主要地方道小浜北有馬線（大亀～矢代工区）は、県都長崎市あるいは県央地域と南島原市の交流促進や 

地域間交通の安全向上、交通隘路の解消を目的とした事業である。 

 

 Ｈ２３年度事業化 都市計画決定 なし Ｈ２７年度用地着手 Ｈ２９年度工事着手 

全体事業費 ８７．０億 事業進捗率 ４６％ 供用済延長 ０km 

計画交通量  ３，７４４台／日 （Ｒ２２） 

費用対効果 
分析結果 

Ｂ／Ｃ  総費用  (残事業)/(事業全体) 総便益  (残事業)/(事業全体)  基準年  
(事業全体)   １．０１ 
 
(残事業)    ４．４９ 
 

     19.1/84.7億円 
事 業 費：18.8/84.4億円 
維持管理費：0.3/0.3億円 

   85.8/85.8億円 
  走行時間短縮便益：74.5/74.5億円 
  走行費用減少便益：10.2/10.2億円 
  交通事故減少便益： 1.1/1.1億円 

令和６年 

感度分析の結果 残事業について感度分析を実施 
【全体事業】交通量変動 ：B/C=0.92～1.11（交通量 ±10%）【残事業】B/C=4.06～4.92（交通量 ±10%） 
      事業費変動 ：B/C=0.99～1.04（事業費 ±10%）     B/C=4.10～4.97（事業費 ±10%） 

事業期間変動：B/C=0.97～1.05（事業期間±1年）     B/C=4.30～4.66（事業期間±1年） 
 
 
事業の効果等  
・県都長崎市や県央地域との交流促進を図るなど、地域間道路ネットワークの向上。 
・線形不良区間の解消による地域内交通の円滑化。 
・防災機能の向上（災害時の緊急輸送道路としての機能強化） 
関係する地方公共団体等の意見  

「雲仙市」及び「南島原市」より整備促進の要望が行われている。 

事業再評価監視委員会の意見  
事業継続（令和５年） 

事業採択時より再評価実施までの周辺環境変化等 
 
 
 
 

 
 特になし 

事業の進捗状況、残事業の内容等  
令和５年度末までの事業進捗率は４６％で、用地進捗率は１００％と進捗しており、今後も工事を継続して行

い、令和９年度の事業完成を目指す。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  
特になし。 

施設の構造や工法の変更等  
地質の相違によるトンネル掘削補助工法及び転石破砕工の追加、突発湧水処理の追加及び労務・資材単価

等の上昇により事業費が増額となった。 
 対応方針 事業継続 

対応方針決定の理由  
事業費の増額はあるものの事業の必要性を考慮すると、継続が妥当と判断される。 

事業概要図  
 
 

  

 

 

  

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。 

事業箇所 

標準断面図 
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